
選択科目    

技術士第二次試験 APEC-semi 模擬答案用紙 

 

 
 

  

技術部門    

専門とする事項   

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1 マスにつき 1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ｒ2 Ⅰ－1 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字 

※ 

１ ． 多 面 的 な 観 点 と そ の 観 点  

（ １ ） 労 働 環 境 の 改 善 （ 持 続 性 ）  

建 設 業 は 労 働 力 に 依 存 し て い る 。 し か し 、 生 産 年 齢

人 口 の 減 少 や ３ Ｋ （ き つ い 、 汚 い 、 危 険 ） 、 週 休 ２ 日

制 の 未 実 施 と い っ た 劣 悪 な 労 働 環 境 が 影 響 し 、 人 手 不

足 が 深 刻 化 し て い る 。 さ ら に 、 将 来 の 担 い 手 で あ る 若

者 か ら 敬 遠 さ れ や す く 、 建 設 業 の 存 続 も 危 惧 さ れ る 。  

よ っ て 、 持 続 性 の 観 点 か ら 労 働 環 境 の 改 善 が 課 題 で あ

る 。  

（ ２ ） 適 切 な 労 務 費 等 の 確 保 （ 待 遇 面 ）  

労 働 者 に 建 設 業 の 魅 力 を 感 じ さ せ る た め に は 、 適 切

な 賃 金 の 支 払 い や 社 会 保 険 等 の 待 遇 を 改 善 す る こ と が

不 可 欠 で あ る 。 ま た 、 発 注 者 が 適 切 な 積 算 を 行 わ な い

と 現 場 の 品 質 低 下 や 賃 金 の 支 払 い へ の 影 響 が 生 じ る 。

よ っ て 、 待 遇 面 の 観 点 か ら 適 切 な 労 務 費 等 の 確 保 が 課

題 で あ る 。  

（ ３ ） イ ン フ ラ 分 野 の Ｄ Ｘ 化 （ 生 産 性 ）  

2 0 4 0 年 度 に は 生 産 年 齢 人 口 が 約 2 割 減 少 す る こ と

が 予 想 さ れ る 。 ま た 、 今 後 の 激 甚 化 ・ 頻 発 化 す る 災 害

や イ ン フ ラ の 老 朽 化 へ の 対 応 も 必 要 で あ る 。 さ ら に 、

令 和 6  年 か ら の 時 間 外 労 働 の 上 限 規 制 に よ り 、 生 産

能 力 が 落 ち る 可 能 性 が あ る ① 。 よ っ て 、 生 産 性 の 観 点

か ら イ ン フ ラ 分 野 の Ｄ Ｘ 化 が 課 題 で あ る 。  
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○解答欄の記入は，1 マスにつき 1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字 

 

２ ． 最 も 重 要 な 課 題 と 解 決 策  

 最 も 重 要 な 課 題 は 「 イ ン フ ラ 分 野 の Ｄ Ｘ 化 」 で あ る 。

時 間 外 労 働 の 基 準 法 ② は す で に 始 ま っ て お り 、 早 急 な

対 応 が 必 要 だ か ら で あ る 。 以 下 に 解 決 策 を 示 す 。  

 

（ １ ） i – C o n s t r u c t i o n 2 . 0 の 推 進  

 更 な る 省 人 化 、 人 的 被 害 の 削 減 や 働 き 方 改 革 を 目 指

し ③ 、 建 設 現 場 の オ ー ト メ ー シ ョ ン 化 を 実 現 す る i –

C o n s t r u c t i o n 2 . 0 を 推 進 す る ④ 。 具 体 的 に は 、  

・ リ ア ル タ イ ム デ ー タ を 活 用 し 、 施 工 を 自 動 化 す る  

・ ３ Ｄ デ ー タ を 活 用 し 、 施 工 管 理 の 高 度 化 を 進 め る  

・ プ レ キ ャ ス ト を 活 用 し 、 リ モ ー ト 化 を 推 進 す る ⑤  

こ れ ら に よ り 、 生 産 性 1 . 5 倍 を 建 設 現 場 で 実 現 す る 。  

 

③ 目的が変わってしまっています。目的は生産性の向上です。削除。 

④ ③のとおり、目的がなくなってしまうので、オートメーション化を動機にしてしまいましょう。→

「建設現場のオートメーション化を実現するため、i-Construction2.0 を導入する」 

② →「上限規制」 

① 労働力不足といった問題点や生産性向上の必要性は説明されていますが、DX に関する背景がない

ので記述した方が良いですね（DX 化という課題が唐突に出てくる印象を受けます）。→「近年の

生産年齢人口の減少や、令和 6 年からの時間外労働の上限規制により、労働力の低下が懸念され

る。このような状況の中、激甚化・頻発化する災害やインフラの老朽化への対応が求められてお

り、生産性の向上は急務となっている。一方、デジタル技術は急速に発展しており、不足する労働

力を補う技術として期待されている。」 
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（ ２ ） B I M / C I M の 活 用  

 関 係 者 間 で 横 断 的 な 取 り 組 み を 行 い 、 効 率 的 に 作 業

を 進 め る ⑥ 。 施 工 図 や 出 来 高 管 理 に お い て 、 B I M / C I M

に よ る ３ 次 元 デ ー タ を 用 い る ⑦ 。 ⑧ ３ 次 元 デ ー タ は

施 工 の み で な く 調 査 か ら 維 持 管 理 ま で の 全 行 程 で 共 有

す る 。 ま た 、 技 術 的 な 情 報 だ け で な く 、 コ ス ト や 価 格

情 報 を B I M / C I M ⑨ に 付 与 す る 。 こ れ に よ り 、 コ ス ト 管

理 、 資 機 材 調 達 、 労 務 管 理 の 一 層 の 効 率 化 が 可 能 と な

る 。 今 後 は 、 ⑩ 建 設 事 業 に 関 す る 様 々 な 情 報 が

B I M / C I M に 関 連 付 け る よ う な シ ス テ ム に 整 備 す る ⑪ 。  

 

⑥ この部分は、目的ですよね。また、横断的な取り組みを可能にするというより、関係者間の作業を

効率化するためではありませんか。→「関係者間での作業を効率的に行うため、」 

⑦ 表現が分かりづらいです。順番が逆だからですかね。→「・・・行うため、BIM/CIM の３次元デ

ータを用いて、施工図の作成及び出来形管理を行う。」 

⑧ 接続詞およびデータを共有する目的を追記しましょう。→「さらに、インフラ分野全体の合理化を

図るため、」 

⑨ →「BIM/CIM データ」 

⑩ 解決策なので、未来の展望は不要です。やることにしてしまいましょう。→「加えて」 

⑪ てにをはがおかしいですね→「関連付けできるシステムを整備する」 

⑤ 箇条書きは、あまりお勧めできません。文章作成能力が不足（コミュニケーション能力不足）と判

断されてはもったいないです。また、総花的で説明に深みがありません。例えば、リアルタイムデ

ータとは何のデータなのか、なぜリアルタイムデータだと自動化できるのかといった部分が説明不

足といえます。ここをきちんと説明できる能力が技術力と言えます（他の項目も同じ）。 
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○解答欄の記入は，1 マスにつき 1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 
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（ ３ ） Ｉ Ｃ Ｔ 建 機 の 導 入  

 イ ン フ ラ の 整 備 や 災 害 時 の 対 応 を 安 全 に 行 う た め に 、

ド ロ ー ン や I C T ロ ボ ッ ト 等 の I C T （ 情 報 通 信 技 術 ） 建

機 を 全 面 的 に 活 用 し 、 省 力 化 や 省 人 化 に よ る 対 策 を 実

施 す る ⑫ 。 具 体 的 な 対 策 は 以 下 の 通 り で あ る 。  

・ ド ロ ー ン に よ る 平 時 の 監 視 シ ス テ ム の 自 動 化 、 河

川 ・ 砂 防 施 設 の 自 動 化 に よ る 省 力 化 に よ る 対 策  

・ 5 G 通 信 を 利 用 し た 無 人 化 施 工 で 危 険 な 災 害 発 生 箇

所 で の 迅 速 な 対 応 が 可 能 ⑬  

 

３ ． 新 た に 生 じ う る リ ス ク と 対 応 策  

（ １ ） 新 た に 生 じ う る リ ス ク  

 上 記 の 解 決 策 で は 、 衛 星 や ド ロ ー ン に よ る 点 群 や 映

像 取 得 、 解 析 で デ ジ タ ル デ ー タ を 使 用 す る ⑭ 。 デ ジ タ

ル デ ー タ は ハ ッ キ ン グ や マ ル ウ ェ ア な ど の サ イ バ ー 攻

撃 の 対 象 と な る 。 多 く の デ ー タ に 問 題 が 生 じ た 場 合 、

解 決 に 時 間 と 労 力 が 必 要 と な り 、 生 産 性 が 低 下 す る 。  

⑫ 目的が途中で変わっています。最初は「安全に行うため」とありますが、最後は「省力化・省人

化」が目的になっているように見えます。生産性を高めるためというのは共通の目的なのではあり

ませんか。よって、最初の目的は不要で、最後の理由を先に述べると良いでしょう。→「省人化、

省力化を図るため、・・・全面的に活用する」 

⑬ ⑤と同様。 
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（ ２ ） リ ス ク へ の 対 応 策  

 デ ジ タ ル デ ー タ に は 、 V P N 接 続 や フ ァ イ ア ウ ォ ー ル 、

電 磁 シ ー ル ド な ど の 多 重 防 護 を 実 施 す る 。 ま た 、 非 常

時 対 応 マ ニ ュ ア ル の 作 成 や サ イ バ ー 攻 撃 へ の 訓 練 を 実

施 し 、 攻 撃 へ の 対 応 を 行 う ⑮ 。  

 

４ ． 業 務 遂 行 上 必 要 と な る 要 点  

（ １ ） 技 術 者 倫 理 の 観 点 ： 倫 理 の 要 点 は 「 公 衆 の 安

全 ・ 健 康 ・ 福 利 を 最 優 先 」 す る こ と で あ る 。 留 意 点 は

デ ジ タ ル 化 に よ り 大 容 量 の 情 報 を 扱 う た め 、 情 報 漏 洩

等 に 留 意 す る 。  

（ ２ ） 社 会 の 持 続 可 能 性 の 観 点 ： 要 点 は 「 地 球 環 境 、

経 済 の 保 全 等 、 将 来 世 代 に わ た る 持 続 性 の 確 保 」 で あ

る 。 留 意 点 は 将 来 世 代 を 担 う 若 手 技 術 者 の 人 材 育 成 に

努 め る 。 業 務 の 各 段 階 で 常 に こ れ ら を 意 識 す る 。 以 上  

⑮ ちょっと対策が、建設業から離れすぎの感がありますので、例えば下線部を総じて「BCP にシステ

ム障害項目を加える」といった工夫があるともっと良くなると思います。 

⑭ DX 化が課題なので、デジタルデータを使用することは言わずもがなではありませんか。使うこと

というより、データ利用が増加するため、ハッキングリスクが高まるといった論述が良いと思いま

す。 


